
中性子に対する鉄鋼材料研究の期待

【14年・春】　【14年・春】　Vol.22Vol.22【14年・春】　Vol.22
中性子産業利用推進協議会　季報中性子産業利用推進協議会　季報

Industrial Users Society for Neutron ApplicationIndustrial Users Society for Neutron Application

2014年3月25日 発行2014年3月25日 発行2014年3月25日 発行

中性子産業利用推進協議会　季報
Industrial Users Society for Neutron Application

中性子ビーム実験による材料強度研究発展への期待
茨城大学�友田�陽

活動報告／お知らせ84-7 研究トピックス2 J-PARC/MLFの2014Aにおける課題採択結果 4 ミュオン技術の紹介3 中性子産業応用セミナー

新日鐵住金株式会社�五十嵐�正晃

1四 季　Vol.22



J-PARC/MLFの2014Aにおける課題採択結果

図1  2014Aにおける採択課題の申請元分類と装置別利用状況
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図2 J-PARC/MLFにおける2008から2014Aにおける課題採択の推移

表1　2014Aにおける産業利用採択課題

2 四 季　Vol.22

ビームライン 分類 実験責任者 実験責任者所属機関
BL02

ダイナミクス解析装置「DNA」

J-PARC
一般公募

増井友美 住友ゴム工業

BL10
中性子源特性試験装置
「NOBORU」

今川尊夫 日立製作所

BL15
大強度型中性子小中角散乱装置

「大観」

久米卓司 花王
南部博信 太陽化学
平野辰巳 日立製作所
和泉篤志 住友ベークライト

BL16
高性能試料水平型中性子反射率計

「SOFIA」
原田雅史 豊田中央研究所

BL19
工学材料回折装置

「匠」

野崎 洋 豊田中央研究所
王　昀 日立製作所
山田耕二 デンソー

BL21
高強度全散乱装置「NOVA」 野崎 洋 豊田中央研究所

BL20
材料構造解析装置
「iMATERIA」

茨城県
一般公募

鎌田洋平 クラレ
大川 敏 東レリサーチセンター
大川 敏 東レリサーチセンター
内田勝秀 エスティー・ラボ
三田一樹 三井化学
中島 靖 第一稀元素化学
永橋直也 石原産業

BL01
4 次元空間中性子探査装置

「4SEASONS」 共用法装置
トライアル
ユース制度

木太拓志 トヨタ自動車

BL15
大強度型中性子小中角散乱装置

「大観」

冨永哲雄 JSR

篠崎俊介 DNPファインケミカル
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中性子産業応用セミナー

放射光と中性子の相補的利用セミナー in あいち

田代孝二豊田工業大学教授の講演と会場の様子

放射光と中性子の相補利用による産業応用に関するセミナー in 神戸

土肥義治JASRI理事長の挨拶、工藤雄之室長の講演と会場の様子 
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マルチプローブで見る高分子ブレンドの脱濡れ
●J-PARC

研究トピックス

図1  酸化亜鉛中のミュオンとミュオニウム（1）､（2）の存在比の
温度依存性

ミュオン技術の紹介

半導体中のミュオニウムで視る水素の状態

参考文献
[1] C. G. Van de Walle, Phys. Rev. Lett. 85, 1012 （2000）
[2] K. Shimomura, K. Nishiyama, and R. Kadono, Phys. Rev. 
Lett. 89, 255505 （2002）.

[3] K. Shimomura, R. Kadono, K. Ohishi, M. Mizuta, 
 M. Saito, K. H. Chow, B. Hitti, and R. L. Lichti, Phys. Rev. 
Lett. 92, 135505 （2004）;

 http://legacy.kek.jp/newskek/2004/marapr/GaN.html
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図1　Ｘ線反射率の時間変化

図2　中性子鏡面・非鏡面反射率の時間変化

図3　高分子ブレンド薄膜の脱濡れ機構

中性子散乱によるアミロイド線維形成蛋白質の内部ダイナミクスの解析

図1　HEWLの平均自乗変位の温度依存性
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図1　ヒトα-トロンビン-ビバリルジン複合体の活性部位の構造と
重水素原子の中性子散乱長差密度

緑：α-トロンビン（H）, 紫：dFPR-COO-（I）

ヒトα-トロンビンと阻害剤複合体の結晶構造解析

ゴムの不均一構造解析

●JRR-3

図1　各試料の散乱曲線
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Liイオン電池の固体電解質の結晶構造解析
●茨城県ＢＬ

図1　x=0試料の中性子回折パターン

図2　シリカ周辺の構造モデル

参考文献
[1] S. Ohta et al., J. Power Sources 196, （2011） 3342.
[2] S. Ohta et al., J. Power Sources 202, （2012） 332.
[3] H. Nozaki et al., JPSJ 82, （2013） SA004.
[4] H, Nozaki et al., Solid State Ionics （2013）, in press

図2　Liガーネット酸化物の結晶構造
緑色は24dサイトのLi、赤色は96hサイトのLi、灰色はLa、青色の八面
体は（Zr,Nb）O6を表す。結晶構造の描画にはVESTAを用いました。
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お 知 ら せ

●平成26年度総会・平成25年度成果報告会

日時：平成26年7月24日（木）13:00-17:00
会場：秋葉原コンベンションホール
中性子産業利用推進協議会の平成26年度総会を開催します。平成
25年度の事業報告と決算、ならびに平成26年度の事業計画と予算
について審議していただきます。総会のあと、平成25年度成果報告

会を開催します。初めにJ-PARCや茨城県BLなど施設側の現況報告
を行い、続いて、産業界による中性子実験装置の利用成果に関る講
演を6件予定しています。多くの皆さまのご出席をお願い致します。
詳しい情報については協議会ＨＰ  http://www.j-neturon.com/
に順次掲載しますのでご参照ください。

●J-PARC/MLFの運転再開について
昨年5月23日に発生したJ-PARCの原子核・素粒子実験施設（略称：
ハドロン実験施設）における放射性物質の漏洩事故により、MLFの
運転を停止していましたが、2月17日（月）に運転を再開し、20日（木）
より一般ユーザーへの共用を開始しました。今回のハドロン事故に
際しましては、2013Aの実験期間が大幅に短縮され、実験を予定さ
れていた皆様には大変ご迷惑をおかけしてしまいました。
J-PARCセンターでは、ハドロン事故に対して、事故原因を究明し

て対策を立てるとともに、安全管理体制の抜本的な見直しを行いまし
た。その過程において、文部科学省のご指導により第3者委員会を

立ち上げて審議を行ったため、解決に至るまでに時間を要しました。
中性子産業利用推進協議会では、日本中性子科学会や日本中間子
科学会、J-PARC/MLF利用者懇談会と連携して茨城県に対して早期
運転再開の要望書を提出しました。その結果、12月下旬から1月
中旬にかけて茨城県など地元自治体から了承が得られました。なお、
2013Bでは4月6日まで期間を延長して37.5日運転します。
2014年度は、2014Aで85日、2014Bで69日の合計7サイクル、
154日の運転を予定しています。

活 動 報 告
●磁性材料研究会

12月20日（金）に研究社英語センターにおいて、中性子産業利用推
進協議会と茨城県、総合科学研究機構（CROSS東海）、J-PARC/MLF
利用者懇談会が共催し、SPring-8利用推進協議会が協賛して「バルク
磁性材料の内部構造に迫る」をテーマに磁性材料研究会を開催しまし
た。46名もの参加がありました。
省資源と省エネルギーの観点から磁石や磁心などバルク磁性材料
の効率的な利用が重要となっています。磁性体のミクロな磁化過程メ
カニズムの解明と、マクロな磁化応答解析の両面からのアプローチ
が必要と考え、磁性体磁化挙動の機構解明・解析法と放射光、中性子
を利用した研究の現状について議論しました。榎園正人大分大学教授
に「ベクトル磁気特性の可視化」、宝野和博NIMSセンター長に「ネオジ
ウム磁石の微細構造と保磁力」と題してそれぞれ講演していただきま
した。また、大久保忠勝NIMS主幹研究員、大沼正人北海道大学教授、

小嗣真人JASRI主任研究員には磁気特性や磁区構造解析などについ
て講演していただきました。NdやDyの使用量を抑えた磁石材料の開
発に向けての議論が活発に展開されました。

●薄膜・界面研究会

1月17日（金）にエッサム神田ホールにおいて、中性子産業利用推進
協議会と茨城県、総合科学研究機構（CROSS東海）、J-PARC/MLF利
用者懇談会が共催し、SPring-8利用推進協議会が協賛して「微小角入
射散乱測定技術の現状と界面テクノロジー」をテーマに薄膜・界面研
究会を開催しました。34名の参加がありました。
鳥飼直也三重大学准教授による微小角入射小角散乱の測定原理の
説明のあと、装置責任者である山田悟史KEK助教と武田全康JAEAユ
ニットリーダーからJ-PARC/MLFの反射率計であるBL16とBL17の
現状と、両装置による表面・界面の観察結果について紹介がありまし
た。金谷利治京都大学教授からは中性子とＸ線、放射光反射率計によ
る高分子ブレンドの脱濡れの研究成果が紹介されました。全体として、

大学、研究機関と企業の研究者の間で非常に厳しい議論が展開され、
今後、BL16とBL17の利用が一層増えるのではないかと思われます。

●有機・高分子材料中性子構造解析研究会

1月30日（木）に研究社英語センターにおいて、中性子産業利用推
進協議会と茨城県、総合科学研究機構（CROSS東海）が主催し、
SPring-8利用推進協議会が協賛して、「中性子飛行時間法の原理と
iBIXシステムを用いた結晶構造解析の実際」をテーマとして、有機・高
分子材料中性子構造解析研究会を開催しました。一般ユーザーのため
に、飛行時間法による中性子回折データの測定原理ならびにiBIXを用
いた結晶構造解析法の原理から実際までを、茨城県生命物質構造解
析装置の装置責任者である日下勝弘茨城大学准教授と、細谷孝明助
教が分かりやすく系統的に講義されました。iBIXのユーザーに特化し
たような内容であったため、参加者は24名と少な目でしたが、非常に
活発な、また、厳しい質問が飛び交いました。 田代孝二主査の挨拶と会場の様子

武田全康主査の挨拶、宝野和博センター長の講演と会場の様子

鳥飼直也主査の挨拶、金谷利治教授の講演と会場の様子
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